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下水道工事標準仕様書（家屋調査） 

○文言の整理 

※句読点及び改行並びに改元に伴う修正箇所については、当新旧 

 対照表では省略する。

1．総則 

1．総則 

1.1. 適用 

5.   受託者は、契約締結後 15 日以内に、業務計画書を作成し、業

務担当員に提出しなければならない。

業務計画書には、契約図書に基づき下記事項を記載するものと

する。なお、現場管理と安全確保、個人情報の取扱い、行政情報

流出防止対策の強化に関する事項についても記載しなければなら

ない。

(1) 業務概要 

    (2) 実施方針 

(3) 工程表（作業実施計画表） 

(4) 使用する主要機器 

(5) 業務組織計画（方法、編成及び作業員名簿） 

(6) 打合せ計画 

(7) 成果品の内容、部数 

(8) 使用する主な図書及び基準 

(9) 連絡体制（緊急時を含む） 

(10) その他必要事項 

下水道工事標準仕様書（家屋調査） 

○文言の整理

全般

文言追加



下水道工事標準仕様書（家屋調査） 新旧対照表 
（新） 令和 2年 4月版 （旧） 平成 31 年 4 月版 備 考 

2 / 3

業務担当員が指示した事項については、受託者は更に詳細 

な、業務計画に係る資料を提出しなければならない。 

受託者は、業務計画書の重要な内容を変更する場合は、理由

を明確にした上で、その都度、業務担当員に変更業務計画書を

提出しなければならない。 

受託者は、簡易な調査業務においては業務担当員の承諾を得

て記載内容の一部を省略することができる。 

6．家屋調査報告書編集要領 

1. 報告書の編集について 

(5) 打ち合わせ簿 

(9) 委託業務月報

6．家屋調査報告書編集要領 

1. 報告書の編集について 

(5) 打合せ協議簿 

(9) 作業日報 

文言修正

文言修正
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7．様式集 7．様式集 

様式変更


